
受験番号

令和８年度採用

岐阜県公立学校教員採用選考試験　第１次選考試験

中学校　数学

【注意事項】

１　放送で指示があるまで，この問題用紙に手を触れないでください。

２　問題の印刷が不鮮明な場合には挙手をして，試験監督官が来るのを待って
　　ください。

３　終了後，答案用紙（マークシート）のみ回収します。この問題用紙は各自
　　持ち帰ってください。

　教科専門

　　　　試験時間

１０時３０分～１１時４０分（７０分）



－ 1 －

１ 　 次の（ １ ） ～（ １ ０ ） の問いに答えよ 。

（ １ ）　 2 次関数 y＝ x2
－2mx－m＋12 のグ ラ フ と x軸の正の部分が異な る 2 点で交わる と

き ， 定数 m の値の範囲を ， 次の①～⑤の中から 一つ選べ。 解答番号は１ １ 。

①　 0 ＜ m ＜ 3 　 　 　 ②　 0 ＜ m ＜ 4　 　 　 ③　 3 ＜ m ＜ 4

④　 0 ＜ m ＜ 12　 　 　 ⑤　 3 ＜ m ＜ 12

（ ２ ）　 右の図のよ う に， 四角形 A BCD が円 O に接し

ている と き ， 辺 A B の長さ を ， 次の①～⑤の中

から 一つ選べ。 解答番号は１ ２ 。

①　
2

2
　 　    ②　 1　 　 　 ③　 2

④　 3 　 　 　 ⑤　 2

（ ３ ）　 2 点О（ 0， 0）， Ａ（ 4， 0）から の距離の比が 3： 1 であ る 点Ｐ の軌跡を ， 次の①～⑤

の中から 一つ選べ。 解答番号は１ ３ 。

①　 円 （ x－ 9
2 ）

2

＋y2
＝

9
4

　 　 　 ②　 円 （ x－ 3
2 ）

2

＋ y2
＝

3
4

③　 円 （ x－3）2＋ y2＝
3
2

　 　 　   ④　 円 （ x－6）2＋ y2＝3

⑤　 円 （ x－9）2＋ y2＝
9
2

A

O

B

3
7

8

C

D
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（ ４ ）　 ある 製品の入っ ている 箱があ る 。 箱の中の製品のう ち 60％は工場Ａ で， 40％は工

場Ｂ で作ら れたも ので， 工場Ａ ， 工場Ｂ で作ら れた製品には， それぞれ 0.2％， 0.1％

の不良品が含ま れている 。 こ の製品の入っ ている 箱から 無作為に取り 出し た 1 個に

ついて， その製品が不良品であ っ た と き ， それが工場Ａ で作ら れた製品であ る 確率

を ， 次の①～⑤の中から 一つ選べ。 解答番号は１ ４ 。

①　
3

2500
　 　 　 ②　

1
5

　 　 　 ③　
3
5

　 　 　 ④　
2
3

　 　 　 ⑤　
3
4

（ ５ ）　 △ A BC において， 頂点 A ， B， C の対辺の長さ を それぞれ a， b， c と すれば，

b＋c
11

＝
c＋a
10

＝
a＋b

9

であ る 。 △ A BC の面積を a を 用いて 表し た も のを ， 次の①～⑤の中から 一つ選べ。

解答番号は１ ５ 。

①　
15 7

64
a 2　 　 　 ②　

15 7
32

a 2　 　 　 ③　
15 7

16
a 2　 　 　 ④　

15 7
8

a 2

⑤　
15 7

4
a 2

（ ６ ）　 4 次関数 f（ x）＝ x4
＋a x3

＋bx2
＋cx＋d と する 。 曲線 y＝ f（ x）について， x＝ 0 におけ

る 接線が 3x－y－4＝ 0， x＝ 1 におけ る 接線が x＋y＝ 0 であ る と き ， 定数 a， b， c，

d の値と し て正し いも のを ， 次の①～⑤の中から 一つ選べ。 解答番号は１ ６ 。

①　 a ＝－5，  b＝ 5，  c＝ 3，  d＝－4

②　 a ＝－5，  b＝ 4，  c＝ －3，  d＝4

③　 a ＝－6，  b＝ 4，  c＝ －3，  d＝4

④　 a ＝－6，  b＝ 5，  c＝ 3，  d＝－4

⑤　 a ＝－7，  b＝ 6，  c＝ 3，  d＝－4
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（ ７ ）　 関数 y＝2－ x， x 軸， y 軸で囲ま れた部分が， y 軸の周り に 1 回転し てでき る 回

転体の体積を ， 次の①～⑤の中から 一つ選べ。 解答番号は１ ７ 。

①　
8
3

π　 　 　 ②　
16
5

π　 　 　 ③　
16
3

π　 　 　 ④　
32
5

π　 　 　 ⑤　
64
5

π

（ ８ ）　 3g のチョ コ レ ート と 4g のチョ コ レ ート があ る 。 それぞれ何個か購入し ， ち ょ う

ど 50g 分購入する と き のチョ コ レ ート の個数の組み合わせは何通り あ る か。 次の 

①～⑤の中から 一つ選べ。 解答番号は１ ８ 。

①　 3 通り 　 　 　 ②　 4 通り 　 　 　 ③　 5 通り 　 　 　 ④　 6 通り 　 　 　 ⑤　 7 通り

（ ９ ）　 和∑
1

（ 2k－1）（ 2k＋1）（ 2k＋3）
 を 求め， 次の①～⑤の中から 一つ選べ。 解答番号は

１ ９ 。

①　
n（ n＋2）

3（ 2n＋1）（ 2n＋3） 
　 　 　   ②　

4n（ n＋2）
3（ 2n＋1）（ 2n＋3） 

　 　 　 ③　
2n2＋1

3（ 2n＋1）（ 2n＋3） 

④　
n（ n＋2）

12（ 2n＋1）（ 2n＋3） 
　 　 　 ⑤　

n（ 2n－1）
（ 2n＋1）（ 2n＋3）

（ １ ０ ）　（ 3 ＋ i
－ 2＋ 2 i ）

24

を 計算し た 結果を ， 次の①～⑤の中から 一つ選べ。 解答番号

は２ ０ 。

①　 － i　 　 　 ②　 i　 　 　 ③　 － 1　 　 　 ④　
1
2

　 　 　 ⑤　 1

n

k＝1
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２ 　 あ る 学校における 高校 2 年生の男子の体重の平均は 65.0kg， 標準偏差は 10.0kg

であ る 。 体重の分布を 正規分布と みな すと き ， 次の問いに答えよ 。 な お， 計算す

る にあ たっ て， 正規分布表を 利用し てよ い。

（ １ ）　 体重が 60.0kg 以上， 80.0kg 以下の生徒は， こ の学校でおよ そ何％いる か。 四捨五

入し て上から 2 桁の概数で求めた整数値を， 次の①～⑤の中から 一つ選べ。 解答番

号は２ １ 。

①　 24　 　 　 ②　 26　 　 　 ③　 62　 　 　 ④　 65　 　 　 ⑤　 68

（ ２ ）　 体重が重い方から 5% 以内の位置にいる 生徒の体重は何 kg 以上か。 当て はま る 最

も 小さ い整数値を ， 次の①～⑤の中から 一つ選べ。 解答番号は２ ２ 。

①　 81　 　 　 ②　 82　 　 　 ③　 83　 　 　 ④　 84　 　 　 ⑤　 85
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正　 規　 分　 布　 表

　 次の表は， 標準正規分布の分布曲線における 右図の灰

色部分の面積の値を ま と めたも のであ る 。

z 0 0.00 0.01 0.02 0.03 0.04 0.05 0.06 0.07 0.08 0.09

0.0 0.0000 0.0040 0.0080 0.0120 0.0160 0.0199 0.0239 0.0279 0.0319 0.0359

0.1 0.0398 0.0438 0.0478 0.0517 0.0557 0.0596 0.0636 0.0675 0.0714 0.0753

0.2 0.0793 0.0832 0.0871 0.0910 0.0948 0.0987 0.1026 0.1064 0.1103 0.1141

0.3 0.1179 0.1217 0.1255 0.1293 0.1331 0.1368 0.1406 0.1443 0.1480 0.1517

0.4 0.1554 0.1591 0.1628 0.1664 0.1700 0.1736 0.1772 0.1808 0.1844 0.1879

0.5 0.1915 0.1950 0.1985 0.2019 0.2054 0.2088 0.2123 0.2157 0.2190 0.2224

0.6 0.2257 0.2291 0.2324 0.2357 0.2389 0.2422 0.2454 0.2486 0.2517 0.2549

0.7 0.2580 0.2611 0.2642 0.2673 0.2704 0.2734 0.2764 0.2794 0.2823 0.2852

0.8 0.2881 0.2910 0.2939 0.2967 0.2995 0.3023 0.3051 0.3078 0.3106 0.3133

0.9 0.3159 0.3186 0.3212 0.3238 0.3264 0.3289 0.3315 0.3340 0.3365 0.3389

1.0 0.3413 0.3438 0.3461 0.3485 0.3508 0.3531 0.3554 0.3577 0.3599 0.3621

1.1 0.3643 0.3665 0.3686 0.3708 0.3729 0.3749 0.3770 0.3790 0.3810 0.3830

1.2 0.3849 0.3869 0.3888 0.3907 0.3925 0.3944 0.3962 0.3980 0.3997 0.4015

1.3 0.4032 0.4049 0.4066 0.4082 0.4099 0.4115 0.4131 0.4147 0.4162 0.4177

1.4 0.4192 0.4207 0.4222 0.4236 0.4251 0.4265 0.4279 0.4292 0.4306 0.4319

1.5 0.4332 0.4345 0.4357 0.4370 0.4382 0.4394 0.4406 0.4418 0.4429 0.4441

1.6 0.4452 0.4463 0.4474 0.4484 0.4495 0.4505 0.4515 0.4525 0.4535 0.4545

1.7 0.4554 0.4564 0.4573 0.4582 0.4591 0.4599 0.4608 0.4616 0.4625 0.4633

1.8 0.4641 0.4649 0.4656 0.4664 0.4671 0.4678 0.4686 0.4693 0.4699 0.4706

1.9 0.4713 0.4719 0.4726 0.4732 0.4738 0.4744 0.4750 0.4756 0.4761 0.4767

2.0 0.4772 0.4778 0.4783 0.4788 0.4793 0.4798 0.4803 0.4808 0.4812 0.4817

2.1 0.4821 0.4826 0.4830 0.4834 0.4838 0.4842 0.4846 0.4850 0.4854 0.4857

2.2 0.4861 0.4864 0.4868 0.4871 0.4875 0.4878 0.4881 0.4884 0.4887 0.4890

2.3 0.4893 0.4896 0.4898 0.4901 0.4904 0.4906 0.4909 0.4911 0.4913 0.4916

2.4 0.4918 0.4920 0.4922 0.4925 0.4927 0.4929 0.4931 0.4932 0.4934 0.4936

2.5 0.4938 0.4940 0.4941 0.4943 0.4945 0.4946 0.4948 0.4949 0.4951 0.4952

2.6 0.4953 0.4955 0.4956 0.4957 0.4959 0.4960 0.4961 0.4962 0.4963 0.4964

2.7 0.4965 0.4966 0.4967 0.4968 0.4969 0.4970 0.4971 0.4972 0.4973 0.4974

2.8 0.4974 0.4975 0.4976 0.4977 0.4977 0.4978 0.4979 0.4979 0.4980 0.4981

2.9 0.4981 0.4982 0.4982 0.4983 0.4984 0.4984 0.4985 0.4985 0.4986 0.4986

3.0 0.4987 0.4987 0.4987 0.4988 0.4988 0.4989 0.4989 0.4989 0.4990 0.4990

3.1 0.4990 0.4991 0.4991 0.4991 0.4992 0.4992 0.4992 0.4992 0.4993 0.4993

3.2 0.4993 0.4993 0.4994 0.4994 0.4994 0.4994 0.4994 0.4995 0.4995 0.4995

3.3 0.4995 0.4995 0.4995 0.4996 0.4996 0.4996 0.4996 0.4996 0.4996 0.4997

3.4 0.4997 0.4997 0.4997 0.4997 0.4997 0.4997 0.4997 0.4997 0.4997 0.4998

3.5 0.4998 0.4998 0.4998 0.4998 0.4998 0.4998 0.4998 0.4998 0.4998 0.4998

y

O zz 0

著作権保護の観点により 、

掲載いたしません。
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３ 　 4
n
が 10 桁の整数と な る と き ， 次の問いに答え よ 。 た だし ， log 10 2 ＝ 0.3010 と

し て計算せよ 。

（ １ ）　 こ れを 満たす自然数 n を ， 次の①～⑤の中から すべて選べ。 解答番号は２ ３ 。

①　 13　 　 　 ②　 14　 　 　 ③　 15　 　 　 ④　 16　 　 　 ⑤　 17

（ ２ ）　（ １ ）で求めた n のう ち， 最大の n を 用いたと き の 4n の最高位の数を ， 次の①～⑤

の中から 一つ選べ。 解答番号は２ ４ 。

①　 1　 　 　 ②　 2　 　 　 ③　 4　 　 　 ④　 6　 　 　 ⑤　 9
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４ 　 2 つの球面（ x－2）
2
＋（ y－2）

2
＋（ z＋1）

2
= 8，（ x－1）

2
＋（ y－1）

2
＋（ z－1）

2
= 4 を ， そ

れぞれ A ， B と する 。 A ， B が交わる 部分は円であ り ， こ の円を C と する 。 こ の

と き ， 次の（ １ ） ～（ ３ ） の問いに答えよ 。 なお， それぞれの に該当する 数

字を ， 解答番号２ ５ ～３ ７ の解答欄に書く こ と 。 た だし ， 分数の形で答える 場合

は， 既約分数（ それ以上約分でき ない分数） の形で答えよ 。

（ １ ）　 2 つの球面 A ， B の中心の距離は  ２ ５ である 。 解答番号は２ ５ 。

（ ２ ）　 C の中心の座標は，（
２ ６

２ ７
，

２ ８

２ ９
，

３ ０

３ １ ）， 半径は
　 ３ ２ ３ ３ ３ ４

３ ５
であ る 。

解答番号は２ ６ ～３ ５ 。

（ ３ ）　 C を 含む平面の方程式は x＋y－ ３ ６ z－ ３ ７ ＝0 であ る 。 解答番号は３ ６ ，３ ７ 。
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５ 　 次の（ １ ） ～（ ３ ） の問いに答えよ 。

（ １ ）　「 中学校学習指導要領（ 平成 29 年告示）解説　 数学編（ 平成 29 年７ 月　 文部科学省）　

第３ 章　 各学年の目標及び内容　 第３ 節　 第３ 学年の目標及び内容　 ２ 　 第３ 学年

の内容　 Ｂ 　 図形」 に示さ れている 内容と し て正し いも のの組合せを， 次の①～⑨

の中から 一つ選べ。 解答番号は３ ８ 。

ア 　 円周角と 中心角の関係の意味を 理解し ， それが証明でき る こ と を 知る こ と 。

イ 　 平面図形の合同の意味及び三角形の合同条件について理解する こ と 。

ウ 　 角の二等分線， 線分の垂直二等分線， 垂線など の基本的な作図の方法を 理解する こ

と 。

エ　 平行線や角の性質を 理解する こ と 。

オ　 扇形の弧の長さ と 面積， 基本的な柱体や錐
すい

体， 球の表面積と 体積を 求める こ と 。

カ 　 図形の性質に着目し ， 基本的な作図の方法を 考察し 表現する こ と 。

キ 　 三角形の相似条件など を 基にし て図形の基本的な性質を 論理的に確かめる こ と 。

ク 　 平行線と 線分の比についての性質を 見いだし ， それら を 確かめる こ と 。

ケ 　 基本的な平面図形の性質を 見いだし ， 平行線や角の性質を 基にし てそれら を 確かめ

説明する こ と 。

コ 　 図形の移動に着目し ， 二つの図形の関係について考察し 表現する こ と 。

①　（ ア ），（ オ），（ ケ）

②　（ ア ），（ カ ），（ コ ）

③　（ ア ），（ キ ），（ ク ）

④　（ イ ），（ エ），（ キ）

⑤　（ イ ），（ カ ），（ ク ）

⑥　（ イ ），（ キ ），（ ケ）

⑦　（ ウ ），（ エ），（ ケ）

⑧　（ ウ ），（ オ），（ ク ）

⑨　（ ウ ），（ カ ），（ コ ）
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（ ２ ）　 次の文章は，「 中学校学習指導要領（ 平成 29 年告示） 解説　 数学編（ 平成 29 年 7

月　 文部科学省）　 第２ 章　 数学科の目標及び内容　 第１ 節　 数学科の目標　 １ 　

教科の目標　（ ２ ） 目標について　 ②「 数学的活動を 通し て 」 について｣ の記載内

容の一部であ る 。 Ａ ～ Ｄ に示さ れている 語句の組合せと し て正し いも

のを ， 次の①～⑤の中から 一つ選べ。 解答番号は３ ９ 。

　 数学的活動と は， 事象を 数理的に捉え ， 数学の問題を 見いだし ， 問題を Ａ に解

決する 過程を 遂行する こ と であ る 。 こ れは，「 生徒が目的意識を も っ て主体的に取り 組

む数学に関わり のある 様々な営み」 である と する 従来の意味を よ り 明確にし たも のであ

る 。

　 今回の改訂では， 数学的に考える 資質・ 能力を 育成する 上で， 数学的な見方・ 考え方

を 働かせた数学的活動を 通し て学習を 展開する こ と を 重視する こ と と し た。

　 数学的活動における 問題発見・ 解決の過程には， 主と し て二つの過程を 考える こ と が

でき る 。 一つは， 日常生活や社会の事象を 数理的に捉え ， 数学的に表現・ 処理し ， 問題

を 解決し ，解決過程を 振り 返り 得ら れた結果の意味を 考察する 過程であ り ，も う 一つは，

数学の事象から 問題を 見いだし ， Ｂ など によ っ て問題を 解決し ， 解決の過程や結

果を 振り 返っ て Ｃ に考察する 過程である 。 こ れら 二つの過程は相互に関わり 合っ

て展開さ れる 。 数学の学習過程においては， こ れら の二つの過程を 意識し つつ， 生徒が

目的意識を も っ て遂行でき る よ う にする こ と が大切である 。 ま た， 各場面で言語活動を

充実し ， それぞれの過程や結果を 振り 返り ， Ｄ する こ と ができ る よ う にする こ と

も 大切である 。

①　 Ａ 　 多面的， 多角的　 　 Ｂ 　 積極的な討論　 　 Ｃ 　 帰納的

　 　 Ｄ 　 評価・ 改善

②　 Ａ 　 自立的， 協働的　 　 Ｂ 　 積極的な討論　 　 Ｃ 　 帰納的

　 　 Ｄ 　 比較・ 検討

③　 Ａ 　 多面的， 多角的　 　 Ｂ 　 数学的な推論　 　 Ｃ 　 統合的・ 発展的

　 　 Ｄ 　 比較・ 検討

④　 Ａ 　 自立的， 協働的　 　 Ｂ 　 数学的な推論　 　 Ｃ 　 帰納的

　 　 Ｄ 　 評価・ 改善

⑤　 Ａ 　 自立的， 協働的　 　 Ｂ 　 数学的な推論　 　 Ｃ 　 統合的・ 発展的

　 　 Ｄ 　 評価・ 改善



－ 10 －

（ ３ ）　 次の文章は，「 中学校学習指導要領（ 平成 29 年告示） 解説　 数学編（ 平成 29 年 7

月　 文部科学省）　 第４ 章　 指導計画の作成と 内容の取扱い　 １ 　 指導計画作成上

の配慮事項　（ １ ）　 主体的・ 対話的で深い学びの実現に向けた授業改善｣ の記載内

容の一部であ る 。 Ａ ～ Ｄ に示さ れている 語句の組合せと し て正し いも

のを ， 次の①～⑤の中から 一つ選べ。 解答番号は４ ０ 。

　 授業の改善に当たっ ては， 生徒自ら が， 問題の解決に向けて見通し を も ち ， 粘り 強く

取り 組み， Ａ を 振り 返り ， よ り よ く 解決し たり ， 新たな問いを 見いだし たり する

など の「 主体的な学び」 を 実現する こ と が求めら れる 。

　 ま た， 事象を Ｂ を 用いて論理的に説明し たり ， よ り よ い考えや事柄の本質につ

いて話し 合い， よ り よ い考えに高めたり 事柄の本質を 明ら かにし たり する など の「 対話

的な学び」 を 実現する こ と が求めら れる 。

　 さ ら に， 数学に関わる 事象や， 日常生活や社会に関わる 事象について， 数学的な見方・

考え方を 働かせ， Ｃ を 通し て， 新し い概念を 形成し たり ， よ り よ い方法を 見いだ

し たり する など ， 新たな知識・ 技能を 身に付けてそれら を Ｄ し ， 思考， 態度が変

容する 「 深い学び」 を 実現する こ と が求めら れる 。

　 こ のよ う な活動を 通し て生徒の「 主体的な学び」「 対話的な学び」「 深い学び」 が実現

でき ている かど う かについて 確認し つつ一層の充実を 求めて進める こ と が重要であ り ，

育成を 目指す資質・ 能力及びその評価の観点と の関係も 十分に踏ま えた上で指導計画等

を 作成する こ と が必要である 。

①　 Ａ 　 問題解決の結果　 　 Ｂ 　 数学的な表現　 　 Ｃ 　 操作や実験など

　 　 Ｄ 　 処理

②　 Ａ 　 問題解決の結果　 　 Ｂ 　 既習事項　 　 　 　 Ｃ 　 数学的活動　 　

　 　 Ｄ 　 統合

③　 Ａ 　 問題解決の過程　 　 Ｂ 　 既習事項　 　 　 　 Ｃ 　 操作や実験など

　 　 Ｄ 　 処理

④　 Ａ 　 問題解決の過程　 　 Ｂ 　 数学的な表現　 　 Ｃ 　 数学的活動　 　

　 　 Ｄ 　 統合

⑤　 Ａ 　 問題解決の過程　 　 Ｂ 　 数学的な表現　 　 Ｃ 　 操作や実験など

　 　 Ｄ 　 処理






